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区 分 指 導 題 名 水稲湛水直播栽培における作溝同時直播装置の開発（追補）

～装置の改良と現地適応性～

［要約］作溝同時直播装置の種子誘導装置を改良することにより、播種深が一定となり、播種精度が向

上する。改良機は県内各地のいずれの土壌条件においても、高い播種精度を維持したまま、従来播種機

に市販作溝機を装着した場合より、幅が広く深い排水溝を形成できる。

キーワード 装置の改良 播種精度 現地適応性 プロジェクト推進室（水田農業）

１ 背景とねらい

水稲湛水直播栽培において作溝同時直播装置を用いることにより、枕地や凹地の出芽ムラや欠株が解

消できる。（参考資料・文献（１））

しかし、播種深がバラツキ、やや深播きとなり、苗立ちが不良となる事例が見られたため、この点の改

良をはかる。また、県内各地の水田地帯における本機の現地適応性を明らかにする。

２ 成果の内容
（１）播種深さの改良

作溝同時直播装置における種子誘導装置の形状を、昨年のくさび形（H20型）から、やや幅広のヘ
ラ形（H21 型）に改良することにより、H20 型に比較し、10 ㎜以内に播種される種籾の割合が増加

し、播種深を浅く均一にすることができる。また、出芽時における葉齢のバラツキが少なくなり出芽

が揃う効果が得られる。（図１、表１）

（２）現地適応性

H21型改良機は、県内各地の水田地帯において、市販作溝機（ＤＳ２Ｎ）を装着した従来播種機に
に比べて、同等の播種精度を維持したまま、幅が広く深い排水溝を形成することができる。また、改

良機における収量は、ほぼ同等から上回る事例が多い。（表２、図２）

３ 成果活用上の留意事項
（１）側条施肥機付き直播機に対する適応性については、現地農家において、ペースト側条施肥機付き直播

機での適応が可能であることを確認しているが、粒状側条施肥機についての適応性については現在検討

中である。

（２）装置は平成２１年４月より県内の農機具販売会社より市販化されている。受注生産であるため注文か

ら入手まで３週間程度の日数を要する。

４ 成果の活用方法等
（１）適応地帯または対象者 県下全域。落水出芽を行う湛水直播栽培

（２）期待する活用効果 湛水直播栽培の安定化がはかられる

５ 当該事項に係る試験研究課題
(H19-42)水稲湛水直播栽培の収量安定化のための技術開発［H19～ 21県単令達］

６ 研究担当者 伊藤勝浩、日影勝幸、及川一也

７ 参考資料・文献
（１）平成 20年度研究成果（指導）「水稲湛水直播栽培における作溝同時直播装置の開発」
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８ 試験成績の概要（具体的なデータ）

表１ 開発機の H20型と H21型の播種精度の比較

泥よけ装置

溝切り装置

種子誘導装置

図１ 作溝直播装置の形状の改良について 改良前（H20 型） 改良後（H21 型）

 泥よけ装置 溝切り装置 

種子誘導装置 成型ウイング 

(H21.6.19撮影） （H21.7.14撮影） （成熟期頃：H21.9.18撮影）
図２ 紫波町現地における作溝同時播種区の生育経過（品種：ヒメノモチ、ほ場条件：30ａ区画）

表２ 開発機 H21型の現地適応性（播種精度、作溝状況、圃場条件、収量）の比較（H21 ﾃﾞｰﾀ)
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